
教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・１年次の「さんきち」は内容として適切か疑問がある。
・基礎的・基本的な内容がしっかりしている。
・各領域の分量が適切である。
・主に現代文の分量が多く、生徒によっては文を追えないといった可能性があると感じる。
・各領域の教材が充実している。
・「情報」の処理の仕方など、最後にまとめられていて、見つけやすい。
・「てびき」が少なく、ポイントをおさえにくい面がある。
・学年が上がるごとに小説作品の抽象度が高くなるように作られている。
・読書教材が豊富で、たくさんの文章にふれることができる。また、詩の教材に詩の読み方に関する解説文が付されており、
学ぶ上でのポイントを知ったうえで授業に臨むことができる。
・漢字や文法、言語などについての単元が複数確保されていて、充実している。
・詩歌に鑑賞文も掲載されているため、鑑賞の視点を学びやすい。
・「てびき」等で各単元の進め方が示されている。
・資料は主に巻末にまとめられている。
・単元の系統性が把握しやすく表示されている。
・構成及び分量は適切である。
・資料の量は、発達の段階から考えると少なめである。

意　　　　　　　見

・多様性及び共生社会の内容があってよい。
・１年次の古典教材の導入として内容が不十分。
・著名な作家が出稿し、視点が充実している。
・朗読、詩、表現技法について、それぞれの単元に「説明」が多い印象。親切なのか、生徒の思考を阻むものになるのかは不
透明。
・他の発行者に比べ情報量が多い。一方で、図化が足りず、わかりにくく思う。中学校１年生P176「構成メモ」など。
・分かりやすさという点で、活字が小さいページ、特に初めの方が、気になる。
・単元ごとの読み物が少ない分、言語活動などを取り入れやすい。
・「伏線」が強調されている。
・「推敲」の指導内容の記載が曖昧である。
・かねてから教科書に収録されてきた定番的な教材に加え、近現代作家も時代網羅的に取り上げられており、適切な内容と
考えられる。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・かねてから教科書に収録されてきた定番的な教材に加え、近現代作家も取り上げられており、適切な内容と考えられる。
・漢字のふりがな等、適切な配慮がなされていると思う。
・「てびき」があり、その単元を学ぶにあたって身に付けるべき力が書かれている。
・教材は適切である。
・「てびき」に学び方や学習の進め方が記載されている。
・「言葉の力」に、指導事項が掲載されている。
・思考力・判断力・表現力等の育成　として、「思考のヒント」や「未来を考えるための９つのテーマ」が掲載されている。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国　語 種　目 国　語

教科用図書名 新編　新しい国語１・２・３ 発行者 東京書籍株式会社



○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・全体を構成から見通しやすい。
・各単元のつながりが適切でスムーズに行える内容になっている。
・学習の進め方が載っているので、学習の見通しが立てやすい。
・目次のほか、領域別教材一覧が付されており、全体の構成が見通せるほか各領域において身につける力についても確認す
ることができるようになっている。一方で、目次が主要教材と補助教材が上下段に分けられているのがやや見づらく感じる。
・全体構成は見開き１ページでより簡潔に示されている。
・学習の見通しが右側まとめられて表示されておりわかりやすい。
・挿絵や図、イラスト、写真等が鮮明で、教材本文が目立たない。
・キャラクターを活用して、学習のポイントを示している。

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・字が大きめで、見やすい。ただし、２段になっているページは１行への文字量が少なすぎて逆に読みにくい。
・ページで単色の傾向が高く、見にくい印象がある。
・図表が見やすい。
・簡潔かつ平易な文章で書かれている。
・書く分野での例文や、読む分野の教材での写真など資料が多い。一方で１ページあたりの文字量が多く、文字の大きさにめ
りはりがないため読みにくさを感じる生徒もいるのではないかと感じる。
・「学びの扉」の項目において、漫画を用いて興味をひきつけてから学習に入っていける工夫がなされている。
・文字が大きめに印刷されており、見やすい。挿絵や図版が教材ごとに配されている。色づかいは抑えた色合いのものが多
く、目にやさしいと感じられる。
・カラフルで、絵や写真、図などが多用されている。
・行数が数えやすいよう、文章の下に「・（点）」が打たれている。
・挿絵のキャラクターが現在の中学生が親しみをもちやすい。
・写真、挿絵が適切にあり、視覚的にわかりやすい。
・挿絵や図、イラスト、写真等が鮮明で、教材本文が目立たない。
・一貫性をもった記述となっている。

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

○その他

意　　　　　　　見

・裏移りせず、紙が良い。
・グループディスカッションの教材がある。
・内容が発展的なため、発達の段階によっては家庭学習用の補助があるといい。
・オーソドックスなつくりの安心感の中に、探究的な学びにつながる工夫も多く、使ってみたいと思わせる教科書である。
・「他教科で学ぶ漢字」という項目が設けられている。
・SDGsに関する記載はあまり見受けられない。
・学年末の教材がＳＤＧｓに関するものが扱われるなど、複数のテーマが扱われており分量が適切である。
・「生活に広げよう」という項目があり、活用の幅を感じる。
・ＳＤＧｓへの配慮がある。
・｢未来への扉をひらこう」には、現代的な課題について考える教材が掲載されている。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・２次元コードを使いやすくする工夫が必要。
・２次元コードがあり、デジタル教材へのリンクもしやすい。
・２次元コードのリンクは動画や話し方の音声など、活用の幅が広いと感じる。
・２次元コードは多く掲載されている。
・２次元コードの内容は教科書に記載されている。
・２次元コードについてコンテンツ一覧でまとめられている。
・２次元コードでのコンテンツが豊富である。
・２次元コードに何がおさめられているかわかる。
・コンテンツ一覧があり、どのようなデータがおさめられているかがわかる。
・一目見て２次元コードに何が載っているのか分かる。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・発展的な内容も多い。
・「字のない葉書」は他の出版社の教科書では中学校2年生の配置だが、中学校1年生に配置している意図はどこにあるの
か。
・実際の授業に即した単元内容が示されていて、授業を進めやすい形になっている。
・「読み方を学ぼう」シリーズのコラムで、基礎的・基本的事項をおさえている。同様の内容が各単元、および巻末にもまとめ
られている。
・巻末の資料が豊富。言語や情報活用の方法も確認しやすい。
・同じ領域の活動が、学年が上がるごとにより高次化していくように作られていて、段階を経て発展的な内容が学習できる
ように作られている。例：スピーチ（１年生）→プレゼンテーション（２年生）→パブリックスピーキング（３年生）
・「学びへの扉」等で各単元の進め方が示されている。
・単元ごとに多くの資料が掲載されている。
・資料が多いため、教科書自体はやや厚くなっている。
・小学校からの円滑な接続についても意識されている。
・構成及び分量は適切である。
・基礎的・基本的事項等については、具体的には挙げられていない。
・発達の段階から考えて資料の量が多い。

意　　　　　　　見

・著名なアーティストなどの現代の歌詞も載っているのが新しい。
・文法が文法書のようにきちんと解説されていて良い。練習問題がもう少しあるとさらに良い。
・読解力の手立てが３年間にわたって継続して学習できるのが良い。
・書くことの指導教材も充実している。
・著名な作家が多い。
・P156「情報の信頼性～」など教材を活用して思考力・判断力・表現力等の育成ができるような手立てがある。
・巻末の「読書の広場」「百人一首」など資料面が豊富。
・「推敲」の観点や仕方が明確に記載されている。
・とくに論説文等において、玄関扉やじゃんけん、動物園、広告と、生活になじみのあるキーワードや題材をもとにした教材
が多数あり、生活に即して理解しやすいと考えられる。
・「読み方を学ぼう」の項目において、批判的な読み方や三角ロジックなど、読むことじたいの方法論が豊富に示されてお
り、読みに関する確認ができ、指導がしやすいと考えられる。３年間を通して巻末に付録としてまとめられている。
・教材には、現代作家による文章など時代に応じたものが多く掲載されている。
・「学びの道しるべ」という名前で目標の確認と振り返りができるようになっている。読み方や学びの深め方も系統的に示さ
れている。
・生徒が楽しめる内容となっている。また、基礎的な内容が多い。
・「漢字を身につけよう」がいい。短文が面白い。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・定番教材に加え、アーティストや作家など、生徒が親しみを持ちやすい有名人のコラムがあり、興味を引きやすい。
・各単元で「学びへの扉」があり、その単元で身に付けるべき力が書かれている。
・基礎・基本の確実な習得に関する学習内容については、特化して取り上げられていない。
・思考力・判断力・表現力等の育成については、「思考の方法」「語彙を豊かに」「読みを学ぼう」等で示している。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国　語 種　目 国　語

教科用図書名 現代の国語１・２・３ 発行者 株式会社三省堂



○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・軽くて良い。
・見通しが立てやすい。
・全体の構成や学習活動のまとまりがわかりやすい。
・学習の流れが分かりやすくなっている点がよい。
・学習内容の「ポイント」が明確に掲載されている。
・各単元末に付されている「学びの道しるべ」により、内容整理→読みの深化→自身の考えの深化という筋道が立てられて
いて、段階を踏んで学習していけると考えられる。
・１ページ内の情報が適切。
・全体構成は見開き３ページにわたって説明されている。
・見出しなどにデザイン性があり、親しみやすいものになっている。
・学習の進め方が掲載されているので、学習の見通しが立てやすい。
・３ページにわたって、全体の構成を示している。
・挿絵や図、イラスト、写真等が鮮明で、教材本文が目立たない。

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・字の太さや大きさにめりはりがあって見やすい。重要な語句を見つけやすい。
・色がきれいで見やすい。
・色調がビビッド。
・レイアウトなど見やすい。
・表紙含めカラフルで生徒が感心をもつ表現になっている。
・１部の挿し絵が不自然である。
・カラフルで、絵や写真、図などが多用されている。
・目を引く多様な挿絵がある。
・写真、挿絵が適切にあり、視覚的にわかりやすい。
・キャラクターのコメントが理解を深めやすくしている。
・実際の資料（写真）ではなく、イラストが多い。
・挿絵や図、イラスト、写真等が鮮明で、教材本文が目立たない。
・イラストや絵の位置が様々である。

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・環境問題への教材が目立った。
・ＳＤＧｓを取り入れている。
・ＳＤＧｓの観点で意見文を書く単元等あり、探究学習もしやすい。
・資料編が充実しており、他教科との関連が図りやすくなっている。
・SDGsに関する記載はあまり見受けられない。
・対話を促す活動が「学びの道しるべ」など随所で促されている。
・ＳＤＧｓ等、現代社会の課題に関するページが設けられている。
・ＳＤＧｓへの配慮は見受けられない。
・教材の中で、SDGs等について触れている。

意　　　　　　　見

・一覧での掲載がある。
・見やすく活用しやすい。
・内容に動画が少ない。
・スピーチの音源がないなど、デジタル教材が薄く感じられる。
・2次元コードは多く掲載されている。
・2次元コードの内容は教科書に記載されている。
・２次元コードコンテンツなどがあり、「読み方」解説動画などが利用できる。
・２次元コードに何がおさめられているかわかる。
・一目見て２次元コードに何が載っているのか分かる。
・漢字の学習ができるようになっているが、１人１台端末上でも読み書きの記入ができるとよい。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・３年次に村上春樹やさくらももこの作品があるが、すべて巻末の教材である。
・系統立っている。
・領域がまとまっている。
・各領域の分量が適切でないものもある。
・読みの観点として、「象徴」表現に注目させている点、重要学習事項を押さえている。基礎であるとともに、深い学びにつな
げていける。
・巻末のとじ込みが「話し言葉」であり実践的である。
・各教材の補助教材が充実している。
・読書教材が豊富で、たくさんの文章にふれることができる。
・漢字や文法、言語などについての単元が複数確保されていて、充実している。
・「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の単元が各学年ともに５単元以上あり、分量は充実している。
・「学びナビ」が単元の最初にあるため、読み方のポイントを具体的に意識して読みやすい。
・巻末資料は大変豊富であるが、文章量はやや多い。
・「学びナビ」「みちしるべ」等で各単元の進め方が示されている。
・単元ごとに資料が掲載されている。
・余白が多めで、ページごとの見やすさを考慮している。そのため、教科書自体は厚い。
・各教材の補助教材が充実している。
・「学びナビ」が単元の最初にあるため、読み方のポイントを具体的に意識して読みやすい。
・単元ごとで理解する部分とそれを活用する部分があり、横断的な学習をしやすいと考えられる。
・読み物教材が量が多いように感じる。
・全体的に分量が多い。
・資料の量は適切である。
・「学びナビ」には、各学年で身に付けなければならない指導事項が網羅されている。

意　　　　　　　見

・呉音・漢音・唐音などレベルの高い項目がある。負担になるのではないか。
・漫画に関しての内容は面白そうだが美術っぽく、メディア学習と離れてしまいそう。
・「学びナビ」が非常にわかりやすい。目標の共有になるので助かる。
・なじみの少ない作品が多く、評価が難しい。
・思考力・判断力・表現力の育成に向けての教材として掲載順序に疑問がある。
・最近の著名な作家も入っており、生徒にもなじみがある。
・中学校１年生Ｐ２４「桜蝶」のような単元は物語文の読み方を学ぶのに効果的だと感じた。
・中学校２年生Ｐ２２「タオル」の学習をするところで、「象徴」のようにその単元を通して学習する技能の説明をすることで、生
徒が自身の学習を認知することができると思う。
・生徒が興味をもちそうな題材が充実している点がよい。
・「推敲」の観点や仕方が明確に記載されている。
・かねてから教科書に収録されてきた定番的な教材に加え、近現代作家も時代網羅的に取り上げられており、適切な内容と
考えられる。
・人工知能についての文章など、時代性をふまえた教材がとりあげられている。
・「学びナビ」として学習のポイントを提示している。予習がしやすそう。
・各単元の最初に「目標」が設定され、最後の「みちしるべ」の中で「振り返り」ができるようになっている。
・すべての領域でSDGsとの関連性を図っており、社会との結びつきが分かりやすい。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・人工知能についての文章など、時代性をふまえた教材がとりあげられている。
・「学びナビ」として学習のポイントを提示しているため、予習がしやすそう。
・古典を現代文や図解を用いて説明しており、古典に苦手意識がある生徒も理解しやすいと考えられる。
・「言葉・情報」の学習が充実している。
・「学びナビ」として、学習のポイントを明示している。
・「学びナビ一覧」で、基礎・基本の確実な習得としておさえるべきところが明示されている。
・『ベンチ』『夏の葬列』、村上春樹の『バースデイガール』は発達の段階から考えて高度である。
・「みちしるべ」には、学習の進め方が示されている。
・「学びナビ」には、指導事項が掲載されている。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国　語 種　目 国　語

教科用図書名
伝え合う言葉
中学国語１・２・３

発行者 教育出版株式会社



○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・折りたたみページがないので、めくりやすい。
・全体を見通しやすい。
・「言葉と出会う」など、学習の観点を示す前置きのようなものがある。活用のしかたは検討が必要。
・やや厚め。
・紙質が軽い印象。
・学習活動に必要な手びきが生徒にとっても指導者にとっても有効。
・学びナビによって学習の見通しが立てやすい。
・教科書の巻頭に学ぶ内容と身に付けたい力が一覧で提示されているのがよい。
・資料が充実しているため、作品の情報を理解しやすい。
・全体構成は見開き２ページにわたって説明されている。
・学びナビによって学習の見通しが立てやすい。
・先に知識を教えてから練習、という流れがある。
・１ページ内の情報量が適切である。
・教材の分量が多い分、製本が分厚くなっている。
・各教材の最初に登場するキャラクターの言葉が、学習の導入となっている。

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・シンプルで文が多く、見やすい。
・資料や絵が足りなくはないが、もう少しあると良い。
・配色が昔っぽい。
・色味が落ち着いていて見やすい。
・文章は文字が大きめだが、漢字や「広場」などのページは小さくなる。
・中学校１年生Ｐ２２７グラフなどが小さい。
・新出漢字のポイントが大きく、文字も太いので学習しやすい。巻末にまとめられている各学年で学習した漢字も大きく掲載
されている。
・教材ごとに、理解を助ける図版やグラフ等が掲載されているほか、色づかいもカラフルに感じられ、生徒が親しみをもって
授業に臨めると考えられる。
・古典の口語訳が下段に記載されていたり、原文の横に記載されていたりと、ばらつきを感じる。
・写真が多く、レイアウトにも凝っている。
・カラフルで、絵や写真、図などが多用されている。
・行数が数えやすいよう、文章の下に「・（点）」が打たれている。
・教材ごとに、理解を助ける図版やグラフ等が掲載されているほか、色づかいもカラフルに感じられ、生徒が親しみをもって
授業に臨めると考えられる。
・写真、挿絵が適切にある。
・文字サイズにばらつきがあり、視覚的にわかりにくい。
・シンプルに記述されている。
・字体が細い。単元内でも文字の大きさが統一されていない。
・挿絵や図、イラスト、写真等が鮮明で、教材本文が目立たない。

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・3年次に対話的な力の育成に向けた教材が充実している。
・家庭学習についても補助教材があるとよい。
・全学年にそれぞれＳＤＧｓのそれぞれの目標について触れた文章を掲載しているため、生徒が繰り返しＳＤＧｓについて考
えることができる。
・本の紹介が多く、日常的に読書活動へのきっかけをつかみやすい。
・レポートの書き方、学習用語のページがあり、便利である。
・「SDGｓ」の内容が人権作文等と結び付けて用いることができる。
・全体構成の記載の中に、SDGsについての記載がある。
・全学年でＳＤＧｓに着目した教材を掲載している。
・現代的な課題に向き合えるような教材を掲載している。
・ＳＤＧｓへの配慮がある。
・SDGsについては、「言葉の地図」で触れられている。

意　　　　　　　見

・２次元コードがあるが、わかりにくい。
・2次元コードがあるが、その明確性では他の発行者に劣る。
・2次元コードは目次にのみのっている。
・2次元コードは多く掲載されている。
・2次元コードの内容は教科書に記載されていない。
・2次元コードがあるが、何のデータがあるのか一目ではわからない。
・２次元コードには見出しが付いていないため、何が載っているか開いてみないと分からない。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

意　　　　　　　見

・「漢字の造語力」や文法への扉が独特すぎて扱いにくい。
・読ませたい、扱いやすい教材が多くて良い。
・教材はよい。
・「話し合う」ことの学びが充実している。
・「聞く」ことへのクローズアップがある。
・余白が減り、文字が大きく見やすくなった。
・中学校３年生P129「複数の意見を読んで、考えよう」など、主体的・対話的で深い学びに活用できる教材がある。
・中学校２年生の平家物語の単元で、平家や源氏の資料が掲載されており、便覧などを購入しなくても学習に必要な資料を
提示できると感じた。
・主体的については、学習指導要領に沿った目標と振り返りが明示され取り組みやすい。
・学び方は、扱いやすいと思う。
・新出漢字を用いた熟語などが一緒に紹介されているとなおよい。
・「推敲」の観点や仕方が明確に記載されている。
・かねてから教科書に収録されてきた定番的な教材に加え、近現代作家も時代網羅的に取り上げられており、適切な内容と
考えられる。
・漫画やＳＮＳについての文章など、時代性をふまえた教材がとりあげられている。
・中学生のうちに読ませたい定番の教材（文学的文章）を多く掲載。
・「説明的な文章」の内容が、自然科学、社会科学、人文科学など、様々な分野からバランスよく取り入れられている。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・学習指導要領に沿った目標と振り返りが明示され取り組みやすい。
・説明的文章では、教材によっては読書教材（資料）として扱われているものの方が扱いやすい。
・各単元で学習の「目標」があり、その単元で身に付けるべき力が書かれている。
・長く読み継がれている文学作品がある。また、近年人気の作家の作品も掲載されている。
・主体的な学びのために「学びへの扉」が示され、学習の流れ、学習のポイントが明示されている。
・語彙ブックがあり、言葉の世界を広げられるようになっている。
・説明的な文章と関連付けた図や表、グラフ等の資料が見やすく分かりやすい。
・中学校国語科として押さえておきたい『少年の日の思い出』『走れメロス』『故郷』等の名作が掲載されている。資料編には、
『坊ちゃん』『形』『高瀬舟』も掲載されている。また、中学生が主人公である、本教科書書き下ろしの小説も掲載されている。
・古典の資料が見やすく正確で分かりやすい。
・単元の最初に示されている「学びの扉」には、学習の流れが明確に示されている。
・「学びのカギ」には、押さえなければならない指導事項が全て網羅されている。

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国　語 種　目 国　語

教科用図書名 国語１・２・３ 発行者 光村図書出版株式会社



○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・縦書きの中に横書きのフローが入った。生徒の発達の段階によっては、縦横の行き来が難しい可能性がある。
・P65「学びへの扉」など情報が図化されていることが多く理解しやすい。
・脚注などの含め、文字サイズ・色も配慮されていて大変見やすい。
・絵や写真の印刷技術が高い利点を最大限に活用した仕上げになっている。
・写真が豊富でよい。挿絵が適度に入っている。
・色づかいがカラフルではあるが、抑えた色味なので見やすい。
・ＵＤフォントを採用していて見やすい。
・教材の種類が分かりやすく記号で分けられている。
・単元終わりの資料がコンパクトにまとまったため、見やすくなった。
・彩度が控えめで、絵や写真、図よりも文字が目立つようになっている。
・行数が数えやすいよう、文章の下に「・（点）」が打たれている。
・学年によって字の大きさや行間がより読みやすいものになるよう配慮されている。
・色づかいが抑えた色味なので見やすい。
・写真や挿絵が適切に入っている。
・文字サイズ、配色も配慮されていて、見やすい。
・字が全体的に大きく、行間も適切で読みやすい。
・挿絵、図、写真等の色が落ち着いており、読みやすい。大きさや位置も適切である。
・一貫性があり、系統性のある記述・表記である。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・伊坂幸太郎や鷲田清一の作品が掲載されており、興味を引き出しやすい。
・全学年が系統立っており、古典の資料が充実した。
・各単元の構成、発展性など適切で活用しやすい。
・学習指導要領に示された標準時数に照らし、適切な分量であると考えられる。
・漢字や文法、言語などについての単元が複数確保されていて、充実している。
・見通しを持って学べる構成となっている。
・教材の掲載が右ページから始まり左ページで終わるようになったため、読みやすさが増した。
・最後に「文法・漢字・振り返り」「学習を広げる」といった名前で充実した情報がまとめられている。また、「広がる読書」や「読
書案内」として、各学年多くの本が紹介されており、表紙の写真やあらすじが書かれているので生徒の興味をひくものとなっ
ている。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域を関連させた形で、単元が設定されている。
・「学びへの扉」等で各単元の進め方が示されている。
・資料は主に巻末にまとめられている。
・学習指導要領に示された標準時数に照らし、適切な分量であると考えられる。
・適切な分量である。
・「学びのカギ」として、「説明的な文章を読むために」など学びをまとめる折込があり、基礎的・基本的事項がおさえられてい
る。
・構成及び分量は適切である。
・資料の量も適切である。
・学年ごとに「語彙ブック」が付いており、語感を高め、語彙を広げるのに役立つ。
・読書紹介も豊富で、朝読書等の読書生活につなげられる。
・各領域に「言の葉ポケット」があり、相手や場面に応じた話型・文型がポイントを絞って掲載されている。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・音声はオーディオブックのように学習の補助になる。
・中学校３年生で、報道×ＳＤＧｓなど、ＳＤＧｓを授業に取り入れやすい工夫がされている。
・「スピーチ」の動画では、話す側だけでなく聞く側の様子も移されている。
・全体構成の記載の中に、SDGsの関連項目についての記載がある。
・ＩＣＴ活用のヒントが掲載されており、家庭学習等にも使いやすいと考える。
・ＳＤＧｓへの配慮がされている。
・「学習の見通しをもとう」には、他教科や総合的な学習の時間、SDGｓとの関連が明記されている。

意　　　　　　　見

・細かく多い印象がある。
・２次元コードが増えた。
・音声は家庭学習の補助になる。
・漢字から動画まで、2次元コードが豊富。
・２次元コンテンツの導入によって、生徒が家庭でも主体的に学び向かうことができると考える。
・２次元コードのリンクは動画や話し方の音声など、活用の幅が広いと感じる。
・２次元コードは多く掲載されている。
・２次元コードの内容は教科書に記載されている。
・巻末にＩＣＴの活用についてまとめられている。
・２次元コードで資料を補填できる。
・２次元コードに何がおさめられているかわかり、生徒が家庭でも利用しやすくなり、主体的に学びに向かうことができると思
う。
・一目見て２次元コードに何が載っているのか分かる。
・｢書くことのミニレッスン｣は、基礎・基本の確認に役立つ。
・２次元コードでは、漢字や文法の練習問題を行ったり、古典の音読を聞いたりすることができ、家庭学習の充実につなげる
ことができる。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・重い。
・カラー綴じが増えて見やすくなった。
・本文の行数を示す記号が、「5.10」と5行ごとの物だけだったのが、「・」が入るようになったため、数えやすい配慮がある。
・全体的に行間が狭くなったのが、プラスになるのかマイナスになるのか気になる。詩などは行間に余韻が感じられることもあ
るため、一概に良いとは言えない。
・「学びナビ」の項目において、語り手など読みに必要な事項が取り上げられているので、授業者も学習者も学習を進めやす
いと感じる。
・「学習の見通しをもとう」が設けられており、どの教材を用いてどのような「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を身に付
けるのかが明確に示されている。
・一単元が右ページから始まり左ページで終わるようになったため読みやすくなった。
・目次に文種（詩、物語、説明など）が添えられており、全体の構成が見通しやすい。
・全体構成は見開き１ページで示されている。
・「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を身に付けるのかが示されている。
・視覚的に見やすいように、クリーム色の用紙に印刷されている。
・学習の進め方が掲載されているので、学習の見通しが立てやすい。
・｢学習の見通しをもとう｣には、1年間の学習の流れが書かれており、見通しを明確にもつことができる。
・単元の初めに登場するキャラクターの吹き出しは、ここで何を学ぶかを端的に示しており、導入として適切である。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・系統立っている。
・Ｐ６５生活に広げようのページでの学習内容が、防災と書写を結び付ける物になっているが、その結びつきに妥当性を感じ
ない。生活の中であれば、他の事例の方が実感しやすいのではないだろうか。
・幅広の教科書になっていて、書写の道具を考えると、生徒の狭い机の上には載せにくいと感じる。
・各学年の内容が充実していてよい。
・分量が少し多い気がする。
・右ページに説明、左ページに手本が掲載されているため、練習しやすい。
・基礎的・基本的な内容に関わる単元の合間に、「生活に広げよう」という、知識や技能を活用する単元が設定されている。
・適切な構成及び分量になっている。
・「生活に広げよう」で身近な題材を扱うことで、日常の中で学びを生かす機会を想起できる。
・単元の構成、配列、分量は適切である。
・「書写テスト」が掲載されている。
・常用漢字表の文字が大きいため、ページ数が多い。
・補助教材の内容が多岐にわたっている。

意　　　　　　　見

・お手本の字に線やポイントが書いてあるとよい。
・楷書の字形について最初に指導できるようになっているのが良い。
・練習ページが少ない。資料集のような形式である。
・毛筆の手本が少なく感じるので、もう少し毛筆を充実させたい。
・手本の字形が個性的。
・行書の２文字は水茎の跡が気になる。筆先が割れたり、細かなでこぼこがやや目立つ気がする。
・筆遣い、筆の動きが分かりやすくてよい。
・ワークを別途買う必要があるかもしれない。
・「中心をそろえる」等、字形を整えるために何が重要なのかが書いてある。
・学校生活や行事などに活用できるような実用的な教材が多く、意欲をかき立てやすい。
・基本の点画の書き方(P.10～11)の中に「右上払い」がなく、毛筆等で指導をする側としては、教科書内に手本があった方
がよい。
・まとめのページで、基礎・基本を確認できるようになっている。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・行書の筆遣いが分かりやすい。
・実用的な教材が多く、日常生活で活用させやすい。
・お手本が半紙の大きさよりも小さい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国語 種　目 書写

教科用図書名
新編　新しい書写
一・二・三年

発行者 東京書籍株式会社



○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・書写活用ブックは独立して様々な場面で使いやすそう。
・「書写のかぎ」として目標にあった字の要点の記載があった。しかし、書くときには情報が少なく、小さいように感じる。また、
実際の書道の授業では硬筆の実用性は低いように感じる。
・丁寧な学習のてびきで、自学自習しやすいと考える。
・見開きの目次を見ることで学習の見通しが立てやすくなっている。
・３年生の学習内容が最初に紹介され、全体が見通せるようになっている。
・全体の構成は学年ごと目次で示されており、学習活動を進めやすくなっている。
・書写活用ブックで資料が充実している。
・目次で、見通しや目標が図解されている。
・書写活用ブックが付いている。
・全体構成は、学年ごとに目次で示されている。

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・他の書写の教科書と比較すると、２番目に見やすい。
・表記が見やすい。
・記述は一貫性がある。
・行書と楷書の比較から行い、硬筆や毛筆で点画の確認を行ってから、毛筆の実践に移るので、生徒が行書へのイメージを
一貫して書写に取り組むことができると感じた。
・図表やイラストが充実しており、生徒がイメージをしやすいつくりになっている。
・他の発行者に比べて配色が少な目。
・書くポイントが手本の左端に順を追って書かれているため、分かりやすい。
・説明が丁寧で、誤解が生じにくい。
・字の大きさが少し小さい印象がある。
・表記及び表現は適切である。
・「書写のかぎ」に要点がまとめられていて見やすい。
・毛筆のお手本が小さい。
・筆の入り方を「トン」「ピタッ」等で明示している。
・巻頭にある「基本の点画の書き方」で、筆の動きを「とん」「すう」「ぴた」という言葉で表していて手の動きを感覚的に捉えや
すい。
・具体的な説明が多く、分かりやすい。
・具体例を示す資料の文字が、小さい。

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

○その他

意　　　　　　　見

・対話的な学習や探究的な学習には工夫が必要である。
・国語の教科書と同様、Ｄマークに関してはほかの会社と比較してもログインまでの手間が煩雑であると感じる。
・サイズが大きく、毛筆をするときに邪魔になるのではないか。
・SDGsに関する記載は見受けられない。
・ユニバーサルデザインを有効に活用している。
・ＳＤＧｓへの配慮は見受けられない。
・「生活に広げよう」話し合って記入する課題がある。
・行書による部首の書き方が巻末にまとめてある。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・見やすさは適切である。
・目次に２次元コードがついている。各ページを探す必要がない。
・２次元コードは多く掲載さている。
・２次元コードの内容は教科書に記載されていない。
・各ページに２次元コードが掲載されていて資料が充実している。
・２次元コードは掲載されているが、どのようなことが掲載されているか一目見ただけではわからない。
・２次元コードが多く掲載されているが、見出しが付いていない。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・悪いわけではないが、お手本の字が細い。
・１番見やすい。
・表記や色の使いわけなど適切である。
・行書と楷書の比較から行い、硬筆や毛筆で点画の確認を行ってから、毛筆の実践に移るので、生徒が行書へのイメージを
一貫して書写に取り組むことができると感じた。
・図表やイラストが充実しており、生徒がイメージをしやすいつくりになっている。
・説明が丁寧で、誤解が生じにくい。
・表記及び表現は適切である。
・「振り返ろう」がある。
・日常生活に生かす教材が掲載されている。
・色使いがソフトである。
・毛筆の手本、楷書・行書の一覧表の文字の線が細い。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・系統立っていてよい。
・毛筆から硬筆につなげていきたい書写の特質上、都道府県名の行書の練習など、日常にも生きてくる内容がある。
・幅広の教科書になっていて、書写の道具を考えると、生徒の狭い机の上には載せにくいと感じる。
・各学年の内容が充実していてよい。
・分量が少し多い気がする。
・右ページに説明、左ページに手本が掲載されているため、練習しやすい。
・適切な構成及び分量になっている。
・単元の構成、配列は適切である。
・教科書内に、生徒に書かせる箇所があるが、その分量が多いと感じる。
・学力テストが掲載されている。
・構成及び分量は適切である。
・なぞり書きから清書まで、段階的に学習するようになっており、練習量が多い。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・お手本の字に線やポイントが書いてあるとよい。
・楷書の字形について最初に指導できるようになっていて良い。
・練習、資料ともにバランスが良い。
・毛筆の手本が少なく感じるので、もう少し毛筆を充実させたい。
・手本の字形が個性的。
・行書の２文字は水茎の跡が気になる。筆先が割れたり、細かなでこぼこがやや目立つ気がする。
・筆遣い、筆の動きが分かりやすくてよい。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・硬筆の練習欄が充実している。
・説明が簡潔で、見やすい。
・単元の最後に、学習の振り返りを記入する欄がある。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国語 種　目 書写

教科用図書名 現代の書写一・二・三 発行者 株式会社三省堂



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・対話的な学習や探究的な学習には工夫が必要である。
・サイズが大きく、毛筆をするときに邪魔になるのではないか。
・SDGsに関する記載は見受けられない。
・ＳＤＧｓへの配慮は見受けられない。
・楷書・行書の学習のポイントが、巻末で一覧にまとめられているため、振り返りやすい。
・グループ新聞、情報誌作りの課題や互いの作品を読み合う活動が、課題として出されている。

意　　　　　　　見

・解説動画があって指導しやすい。
・２次元コードの一覧がある。
・国語の教科書と同様、Ｄマークに関してはほかの会社と比較してもログインまでの手間が煩雑であると感じる。
・目次に２次元コードがついている。各ページを探す必要がない。
・２次元コードは多く掲載さている。
・２次元コードの内容は教科書に記載されており、一覧表としてもまとめられている。
・２次元コード一覧表が掲載されており、どのようなデータが収められているか一目でわかる。
・２次元コードが多く掲載されており、見出しも付けられている。
・巻末に「２次元コード一覧表」があって使いやすい。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・見開きで見やすい。
・国語と関連のある文章が活用されている。
・丁寧な学習のてびきで、自学自習しやすいと考える。
・見開きの目次を見ることで学習の見通しが立てやすくなっている。
・３年生の学習内容が最初に紹介され、全体が見通せるようになっている。
・全体の構成は学年ごと目次で示されており、学習活動を進めやすくなっている。
・目標、お手本に対して、「横画の丸み」など要点が記載されている。
・お手本に単元のポイントが示されている。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・もくじの小さい文字が工夫して合ってよい。
・両開きで見やすい。
・わかりやすく、表記も適切である。
・見開きで簡潔かつ見やすくなっており、実社会で活用できる資料の充実もあるため、学んだことを一貫して活用できるよう
になっている。
・写真や手本が豊富でよい。
・身近な資料で興味を引きつけやすい。
・表記及び表現は適切である。
・配色がシンプルで見やすい。
・お手本のサイズが小さい。
・説明の文字が小さめである。
・全体の構成は、学年ごとに目次で示されている。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・コラムで書写の歴史が学ぶことができる。
・各学年ともに十分な内容だと思われる。
・練習量が少ない。
・情報量（写真、イラスト　ほか）が多く生徒が混乱してしまう可能性がある。
・巻末の「索引」がやや見にくい印象。
・単元終わりにテストがあり、論理や定着度の確認がしやすい。
・適切な構成及び分量になっている。
・学習手順が段階的であるため、理解したことを活用しやすい上、見通しを持ちやすい。
・単元の構成、配列、分量は適切である。
・日常生活と関連させた内容が系統的に並べられている。
・構成及び分量に関しては適切である。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・お手本の字に線やポイントが書いてあってよい（特に中学校１年生の出だし）。
・１年次の内容としてレベルが高すぎるように感じる。
・大幅な変更がなく、使いやすい。
・見開きで手本を見ることができる。
・学年で扱う教材と連動しており、興味を持って取り組みやすい。
・「学びの木」を用いて、３年間で学ぶことを視覚的に示している。
・毛筆は充実しているが、硬筆では活用が難しいと感じる部分がある。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・学年で扱う教材と連動しており、興味を持って取り組みやすい。
・学習の目標から振り返りまでが丁寧に記されている。
・お手本が半紙の大きさよりも小さい。
・「学習の進め方」で学習の見通しをもつことができる。
・書くときの姿勢や用具の使い方が、写真で示されている。
・対話を通して学びを深めるための「話し合いメモ」が示されている。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国語 種　目 書写

教科用図書名 中学書写 発行者 教育出版株式会社



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・対話的な学習や探究的な学習には工夫が必要である。
・学級活動との関連が図れる内容が記載されている。
・SDGsに関する記載は見受けられない。
・ＳＤＧｓへの配慮は見受けられない。
・街中で見られる表札等の写真が掲載されている。

意　　　　　　　見

・何の２次元コードかわかりにくい。
・2次元コードがあり、活用しやすい。
・目次に２次元コードがついている。各ページを探す必要がない。
・２次元コードは多く掲載されている。
・２次元コードの内容は教科書に記載されていない。
・指導書朱書編がデジタル化されている。
・２次元コードは掲載されているが、どのようなことが掲載されているか一目見ただけではわからない。
・２次元コードが多く掲載されているが、見出しが付いていない。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・スズリーとハンシーが可愛い。
・大きいので、開いて見本に置いたときに見やすい。
・練習ページが多いので書きやすいサイズかもしれない。
・目次が充実していてよい。
・「書写テスト」でポイントを確認できる。
・全体構成が「木」で表されている。
・教科書に直接書き込める。
・楷書・行書間の対応があり、便利。
・全体の構成は学年ごと目次で示されており、学習活動を進めやすくなっている。
・目標に沿った注意点や、他の字への応用も充実している。
・教科書に直接書き込める。
・幅広の教科書になっていて、書写の道具を考えると、生徒の机の上には載せにくいと感じる。
・教科書の大きさが幅広である。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・分量が適切である。
・配列や発展性が適切である。
・「文字を使い分ける」コーナーが別立てになっていて、役立てやすい。
・各学年の教材の分量が適切だと思われる。
・唯一「楷書」の文字例が２つある。他者は１つしかない。
・漢字の組み立て、そのほかの単元すべて、「練習量」が多くて、基礎・基本の定着に生かせる。
・学年順に配列されていない。
・「楷書」「行書」「文字の使い分け」というように、各学年をまたぐような形で、系統性が示されている。
・適切な構成及び分量になっている。
・書写ブックが別冊にでき、活用することができる。
・各学年の教材の分量が適切。
・単元の構成、配列、分量は適切である。
・「書写ブック」「書き初めマスターブック」がある。
・「書写ブック」に書き込むことができる。
・補助教材として「書写ブック」や「書き初めマスターブック」が付いており、活用できる。
・教材としてはがきが付いているので、実際に活用することで、社会生活の中の書写につなげることができる。
・資料が多いため、やや厚みがある。

意　　　　　　　見

・「文字の歴史を探る」などデザインがかわいくて、学習者に寄り添っている。興味がわきそう。
・別冊ブックの内容をもっと見やすくして欲しい。
・書写ブックと本紙が別になっている。
・巻末の資料が効果的に活用できそう。
・日常につなげている点がはっきりして、学習指導要領の求めている指導にしやすく扱いやすい。
・毛筆手本の水茎のラインがでこぼこなのが気になる
・コラムや日常に役立つ書式が充実している点がよい。
・巻末に「人名用漢字表」が載っている点がよい。
・ノート教科書一体型。使いやすい。
・考えたり、話し合ったりする教材が充実。
・部首ごと等で色分けがなされているため、分かりやすい。
・硬筆中心の書写ブックは副教材を選択せずに活用できる点で評価できる。
・学習の進め方が、「考えよう」「確かめよう」「生かそう」という形でシンプルに示されている。
・いずれの観点においても、配慮がなされている。
・コラムや日常に役立つ書式が充実している。
・日常につなげる点が明確で、扱いやすい。
・お手本が半紙や書き初めの大きさと同じである。
・「学習の進め方」で、学習の見通しをもつことができる。
・「学びの鍵」には、ポイントが示されている。
・「書写ブック」に、「書写テストに挑戦しよう！」が掲載されており、基礎・基本の定着度を確認することができる。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 国語 種　目 書写

教科用図書名 中学書写一・二・三年 発行者 光村図書出版株式会社



○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・1年生、2年生、3年生と見出しが分かれているので、3年間の学びの過程が見て取りやすい。
・目標と、「①考えよう」「②確かめよう」「③生かそう」という３ステップで見やすく構成されている。しかし、実際の書道の授業
ではステップ①で「鉛筆で印をつける」など実用性は低いように感じる。
・毛筆と硬筆を相互に生かせるつくりになっている点がよい。
・全体の構成は学年ごと目次で示されており、学習活動を進めやすくなっている。
・教科書に直接書き込めるため、使いやすい。
・「書写ブック」が取り組みがしやすく、内容も充実している。
・行書を書く際の、筆順も掲載されている。
・お手本の右端に筆順が示されている。

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・表記が見やすい。
・漫画やイラストが豊富で、生徒が引き込まれる作りとなっている。
・全体的に色味に統一感があり見やすい。「文字の歴史」「物語の年表」などのコラムも写真と柔らかいタッチのイラストが見
やすく配置されている。
・文字の色、大きさともに適切だと思われる。
・写真も手本も多い。
・説明が簡潔で分かりやすい。
・表記及び表現は適切である。
・手本が多く、大きく表記され分かりやすい。
・資料が豊富である。
・文字の色、大きさともに適切だと思われる。
・毛筆のお手本の大きさが、半紙サイズで見やすい。
・筆の運びを擬音語で示すことで、書く時のイメージをもたせている。
・説明の文字が細くて小さめである。
・硬筆の行書の手本の字が小さめである。

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・対話的な学習や探究的な学習には工夫が必要である。
・家庭学習でも参考にしやすいよう配慮されている。
・SDGsに関する記載がある。
・ユニバーサルデザインで見やすくなっている。
・ＩＣＴ活用のヒントが掲載されており、探究的な学びや家庭学習に生かしやすいと感じる。
・ＳＤＧｓへの配慮がされている。

意　　　　　　　見

・字のアニメーションがあるのでよい。
・他の文字にチャレンジが良い。
・見やすさが適切である。
・各ページに2次元コードがあり、毛筆の筆遣い等を動画として確認できる。また、資料を補填できる。
・２次元コードは多く掲載さている。
・２次元コードの内容が教科書に記載されている。
・２次元コードで書き方を適宜確認できる。
・２次元コードで、「右利き」「左利き」それぞれの動画があり、「左利き」の生徒にも配慮されている。
・２次元コードが多く掲載されており、それぞれ見出しも付けられている。
・筆使いのポイントの動画がわかりやすい。他の文字のお手本の印刷もできる。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 地理的分野

教科用図書名 新編　新しい社会　地理 発行者 東京書籍株式会社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・各ページに「チェック」「トライ」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・学習課題が簡潔で分かりやすい。
・図やグラフが他社に比べて多い気がする。
・生徒の関心を引くような授業の導入に使いやすい資料も多く、カラフルで見やすくなっている。
・「もっと知りたい」などで深く学べる工夫もされている。
・単元ごとに「まとめの活動」が用意されており、主体的・対話的で深い学びへの配慮がされている。
・必要な情報が網羅されている。
・最初に学び方について丁寧に説明されている。
・章末に探究課題が設定されている。
・発展的な内容、学び方について、「スキルアップ」としてお取り上げられている。
・資料がやや大きい感じがする。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分が高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等は少ない。
・時差など難しい内容は解説動画があり、映像で見直せる。
・チェックとトライという項目が基礎を確認しつつ、発展的な内容を学べるのでいい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・基本的に見開き１ページで構成されており、単元の学習課題が明確に記されている。
・単元を貫く課題が適切に設定されている。
・配列・分量は適切である。
・基本事項がわかりやすく太字で示されている。
・単元の構成に改善必要。
・「まとめ」ゾーンが明確で活用しやすい。
・思考ツールの使用例が示されており、単元でのまとめに活用できる。
・資料から発見しようというページが各節ごとにいい。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・裏表紙に「見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。」「全ての生徒の色覚特性に適応
するようにデザインしています。」とある。
・グラフよりも写真が多くあり、興味関心が高められる。
・色が落ち着いていて、見やすい。
・簡潔にわかりやすく書かれている。
・個人的に単語などをもう少し簡単な表現でしてほしい。
・適切である。
・ユニバーサルデザインが取り入れられている。
・文字の間隔も見やすくなっている。
・写真が大きく見やすい。
・写真がやや大きいい感じがする。
・地図や図が見やすい。
・巻頭の資料が分かりやすい。
・章の中でテーマ性があり分かりやすい。
・資料が多い印象がある。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・他分野の学習内容との関連が示されている。
・目立つ色があまりなくシンプルで見やすい。
・小単元の終わりごとにまとめの活動があり、節を見通した学習を進めやすい。
・適切である。
・各ページに学習課題が設定されている。
・章末に、まとめ学習のページが設定されている。
・特に問題はない。
・使用上の問題点は特にない。
・発色が鮮やかでいい。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

意　　　　　　　見

・各章末に「まとめの活動」を設け、学習内容を自分の言葉でまとめられるよう配慮されている。
・学習のポイントが随所で見られ学習しやすい。
・節のまとめで対話的な活動ができる工夫がされている。
・SDGsについては、探究学習のページで取り上げられている。
・使いやすい。
・家庭学習としては、文章量が多い。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・多くのページに２次元コードがある。
・各単元にチェック＆トライなどのコードが書かれており、家庭学習にも向いている。
・適切である。
・導入動画、問題演習、資料等が示されている。
・２次元コードの活用場面が明確ではない。
・他の科目の内容もあり、教科横断的な視点から見てもいい。



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 地理的分野

教科用図書名
中学社会　地理
地域にまなぶ

発行者 教育出版株式会社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・各ページに「確認！」「表現！！」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・学習課題が単元の問に対して分かりやすいものとなっている。
・「地理の窓」という現在進行形で生じている問題とのつながりが記されている。
・カラフルな資料で導入に使う資料も生徒の関心が惹けそうな物が多い。
・導入とまとめが明確化されており、使いやすい。
・必要な情報が網羅されている。
・最初に学び方について説明されている。
・章末に探究課題が設定されている。
・資料がやや大きい感じがする。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分が高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・単元のまとめのページが比較的統一されていて、何をするかが分かりやすい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・「地理の窓」や「雨温図」など、資料が充実している。
・適切である。
・見開き１ページで構成され、学習課題も明確に記載されている。
・小学校や他分野との連携が密である。
・配列・分量は適切である。
・基本事項がわかりやすく太字で示されている。
・単元の構成に改善必要。
・資料が少ないため、余白が多くなっている。
・書き込む内容が難解なため、余白を生かし切れない。
・ワードチェックがあり、基礎基本が習得できる。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・裏表紙に「見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを使用しています。」「色覚の個人差を問わず、よ
り多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。」とある。
・地図とグラフが見やすい。
・簡潔にわかりやすく書かれている。
・単語や用語などを、中学生にも理解できるよう、もう少し簡単な表現であるとよい。
・適切である。
・ユニバーサルデザインが取り入れられている。
・図表の配置が混み合っている。
・地図が大きく見やすい。
・写真がやや大きい感じがする。
・シンプルで見やすい。
・写真が大きい。
・資料欄が多くて分かりやすい。
・資料が充実している。
・色が見やすく分かりやすい。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・各ページの下部に他分野との関連が示されている。
・地図とグラフが見やすい。
・単元ごとの学習課題、節ごとの学習課題が明確に記載されているため、見通しをもって学習を進められる。
・適切である。
・各ページに学習課題が設定されている。
・章末に、まとめ学習のページが設定されている。
・特に問題はない。
・歴史や公民とのつながりがあり、分かりやすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・巻頭Ⅰ・ⅡでＳＤＧｓと地理の学習との関連を記載している。
・ＳＤＧ`ｓとの関連が明確で分かりやすい。
・節のまとめで単元を振り返る部分があり、対話的に学べる工夫が見られる。
・SDGsについては、各章の導入で示されている。また特設ページが設定されている。
・章のまとめが使いにくい。
・家庭学習に使うことを考えた場合、文章量が多い。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・解説や資料が充実し、家庭学習にも有効に使える。

意　　　　　　　見

・「地理の技」などが２次元コードで示されている。
・関連する内容や、サイトへのリンクが少ないように感じる。
・全ページには掲載されておらず、時折見られる。
・動画教材がある点はいいと思う。
・単元ごとに構成されていて使用しやすい。
・単元ごとのクイズと関連リンクが示されている。
・２次元コードの活用場面が明確ではない。
・デジタルコンテンツは他の発行者に比べて劣る。映像や小テストなどがないなど。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 地理的分野

教科用図書名
社会科　中学生の地理
世界の姿と日本の国土

発行者 株式会社帝国書院

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・各ページに「確認しよう」「説明しよう」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・学習課題が簡潔で分かりやすい。
・写真が適切に配置されている。
・グラフ・図より写真が多め。
・授業の導入に使用しやすい写真も多く、見やすく授業展開も考えやすくなっている。
・学習指導要領の目標・内容を踏まえた内容となっており、地域調査、日本の諸地域や世界の諸地域を追究する視点が明
確になっている。
・必要な情報が網羅されている。
・最初に学び方について丁寧に説明されている。
・章末に探究課題が設定されている。
・資料がやや大きい感じがする。
・文章の量と資料の量は中学校段階として適切な量と考えられる。
・資料が分かりやすく、写真も見やすい。
・地図帳活用のページが分かりやすく、地図帳を手に取る機会が増えてよい。
・節のまとめにある学習の振り返りが端的で分かりやすい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・「地理プラス」や「雨温図」など、資料が充実している。
・適切である。
・概ね見開き１ページで構成され、学習課題が明確になっている。
・教材の構成・配列は適切である。
・配列・分量は適切である。
・基本事項がわかりやすく太字で示されている。
・単元の構成はよい。
・単元の冒頭に、地方の地図がイラストと共にあり、単元の概要を掴みやすく系統性をもって学べる。
・ページでも節を通した問いが書いてあり、常に単元を通した問いを意識することができる。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・裏表紙に「特別支援教育やユニバーサルデザイン（ＵＤ）の観点から、色覚特性に配慮した色づかいとなるよう工夫してい
ます。また、見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。」とある。
・写真が分かりやすい。
・簡潔にわかりやすく書かれている。
・単語や用語など、中学生にも理解できるようもう少し簡単な表現でしてほしい。
・本文の分量は適切であり、表現も軟らかくわかりやすい。
・ユニバーサルデザインが取り入れられている。
・文字の間隔・図表の配列も見やすくなっている。
・写真の大きさはちょうどよい。
・写真資料が充実している。
・綺麗な写真を掲載しており、デジタル教材と遜色なく見せる事ができる。
・扱う地図・写真が小さい。
・１５０ページにある防災に関する絵図など、工夫されている資料が多い。
・写真が大きく分かりやすい。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・「学習を振り返ろう」などそれぞれのページへの２次元コードがあり自学自習への配慮がなされている。
・単元の問いが分かりやすい。
・各単元での学習課題も明確になっており、各節の学習課題も明確になっていて見通しをもって学習を進めやすい。
・写真や図表、グラフなど、多様な資料が用意され、事象の理解を深める工夫がされている　とともに、レイアウトも良い。
・各ページに学習課題が設定されている。
・章末に、まとめ学習のページが設定されている。
・特に問題はない。
・情報量はそのままで、軽量化している。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・各章のまとめページでＳＤＧｓの目標から振り返れるように配慮されている。
・学習のポイントが随所で見られ学習しやすい。
・小単元の最後に「学習を振り返ろう」の部分で対話的に深い学びを行いやすいようにしてくれている。
・SDGsについては、表紙裏に取り上げられているが、関連は示されていない。
・章のまとめの設問が難しく感じた。
・ポイントが絞られているため、復習を進めやすい。
・SDGｓの課題に沿った内容が多くあり、生徒も主体的に取り組める。

意　　　　　　　見

・各ページだけでなく、統計資料や他分野教科書リンクなど多くのコンテンツへの２次元コードが裏表紙にまとめられている。
・地図クイズが興味関心を高める。
・デジタル教科書を導入するのが手間である。
・今年度使用したデジタル教科書も非常に使いやすく、便利だった。２次元コードの内容も適切である。
・豊富に用意されていて、使用しやすい。
・学習動画、ワークシートや問題演習、ＧＩＳジオグラフ、関連リンク等が示されている。
・２次元コードは、学習上必要な箇所にあり、活用しやすい。
・動画や小学校で既習している知識を確認できる。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 地理的分野

教科用図書名 中学社会　地理的分野 発行者 日本文教出版株式会社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・各ページに「確認」「表現」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・学習課題が簡潔で分かりやすい。
・文章と写真・図の境界がない。
・背景が白くパッと見たときに少し見づらい。
・カラフルな資料で導入に使う資料も生徒の関心が惹けそうな物が多い。
・グラフを多用している印象を受けた。
・適切である。
・必要な情報が網羅されている。
・最初に地理的見方考え方について丁寧に説明されている。
・章末に探究課題が設定されている。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分が高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・資料がやや大きい感じがする。
・節の問いを立てる流れが見通しを持ちやすい。
・州ごとのSDGｓの課題が授業内容を踏まえて単元の課題を深めることができる。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・「議論してみよう」で生徒の対話をうながす課題を多数設定している。
・適切である。
・見開き１ページで構成され、学習課題も明確に記載されている。
・見方・考え方も書かれており、見通しをもって学習を進めやすい。
・構造的に作られており、生徒が見通しをもって学習に取り組むことができる。
・配列・分量は適切である。
・基本事項がわかりやすく太字で示されている。
・分量は適切である。
・思考ツールの活用例を示すなどの工夫が見られる。
・章、単元の導入資料が明示され分かりやすい。
・単元の構成に改善必要。
・歴史や小学校の既習内容が記述されていて、社会科のつながりが分かりやすい。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・「より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。」「見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用しています。」と裏表紙に記載されている。
・太字が分かりやすい。
・簡潔にわかりやすく書かれている。
・単語や用語など、中学生でも理解できるようもう少し簡単な表現でしてほしい。
・適切である。
・ユニバーサルデザインが取り入れられている。
・文字の間隔・図表の配列も見やすくなっている。
・写真は大きくて見やすい。
・写真の大きさはちょうどよい感じ。
・写真が見やすくていい。
・色もユニバーサルカラーで見やすい。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・巻頭８で歴史的分野・公民的分野との関連が示されている。
・学習課題が簡潔で分かりやすい。
・単元ごとの学習課題、節ごとの学習課題が明確に記載されているため、見通しをもって学習を進められる。
・適切である。
・各ページに学習課題が設定されている。
・章末に、まとめ学習のページが設定されている。
・使用上の便宜としての問題点はない。
・特に問題はない。
・内容も充実しているが軽量でいい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・巻頭１・２でＳＤＧｓを取り上げている。
・学習のポイントが随所で見られ学習しやすい。
・節のまとめで単元を振り返る部分があり、対話的に学べる工夫が見られる。
・SDGsについては、表紙裏に取り上げられているが、関連は示されていない。
・家庭学習としては、文章量が多い。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・特に問題はない。

意　　　　　　　見

・多くのページに２次元コードがある。
・全ページに２次元コードが設定されており、確認問題や動画などが設定されている。
・コンテンツが充実している。
・導入動画、ワークシートや問題演習、白地図、関連リンク等が示されている。
・２次元コードの活用場面が、明確に示されていない。
・活用していない。
・映像資料だけでなく、小テストや雨温図を表示できるのでいい。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 新編　新しい社会　歴史 発行者 東京書籍株式会社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・学習課題に一貫性があり分かりやすい。
・偏りのない適切な写真や資料で、色使いもカラフル。
・「もっと知りたい」や「資料から発見」などで、歴史学習を深められる。
・よく配慮がされている。興味や関心を誘う内容にもなっている。
・各ページに学習している時代が分かる年表があってよい。
・資料が多い。
・思考のチャート・グループ活動の実施方法などが示される。
・資料がやや大きい感じがする。
・思考力・判断力・表現力等の育成に繋がる部分もある。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・基礎的な学習の習得に繋がるよう、用語がわかりやすく説明されている。
・各ページに「チェック」「トライ」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・思考ツールが活用できるようになっている。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・地理・公民など他分野との関連リンクが多く書かれている。
・２ページ１単元の構成で、学習のまとまりが明確になっている。
・単元の構成に改善必要。
・資料が充実していて、活用しやすい。
・分量は小学校に近い。発達に応じた分量としては少ない。
・本文以外の解説部分の文字のフォントが小さく読みづらさを感じる。
・適切である、資料が十分に掲載されている。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・単元の問に迫るような精選された資料である。
・簡潔かつ平易な文章で書かれている。
・適切である。
・図やイラストはわかりやすい。
・写真がやや大きい感じがする。
・余白が多い。
・何を学習しているのか、明確でない部分がある。
・前方後円墳の立体図等、見やすく工夫されている部分がある。
・写真等が工夫されている。
・裏表紙に「見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。」「全ての生徒の色覚特性に適応
するようにデザインしています。」とある。
・因果関係がわかりやすい記述になっている。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・あたたかい色使いで見やすい。
・公民学習へのつながりがスムーズに行える内容になっている。
・適切である。
・単元導入で全体の構成を確認することができる。
・特に問題はない。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・他教科の学習内容との関連が示されている。
・身に付けるべき技能が効果的に身につくような活動が設定されている。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

意　　　　　　　見

・レポートの作成方法、プレゼンの仕方など工夫されている。
・オーソドックスなつくりの安心感の中に、「地域の歴史を調べよう」など探究的な学びにつながる工夫も多く、使ってみたい
と思わせる教科書である。
・２次元コードが家庭学習の助けとなる。
・とても使いやすい。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・各章末に「探究課題を解決しよう」を設け、学習内容を自分の言葉でまとめられるよう配慮されている。
・デジタル教材などを通して様々なツールを使って探究ができる。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・教科書に当該範囲の内容をまとめた動画が付いている。
・各単元ごとにデジタルコンテンツが用意されており、学習意欲を高める工夫がなされている。
・適切である。
・基礎学習・まとめ方のガイドなど豊富である。
・２次元コードの活用場面が明確でない。
・オリジナルコンテンツに２次元コードからアクセスができる。
・教科書の誌面を直接２次元コードから見ることができる。



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名
中学社会　歴史
未来をひらく

発行者 教育出版株式会社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・単元を貫く問いが簡潔で分かりやすい。
・史料が現代語訳され、若干大きめに掲載されている。
・単元の見出しが｢あつく三宝を敬え｣等、独特の言い回しになっている。
・資料は良い意味で見慣れたものが多く、安心できる。
・教材の内容は適切であり、必要な周辺資料も充実している。
・生徒の発達の段階に即した記載内容となっており、用語や歴史的事実に対する議論が分かれる内容についても丁寧な注
釈がある。
・学習課題も各ページで整理され、見方・考え方についても、丁寧な記載が見られる。
・視覚的に色調が非常に見やすく、構成も非常に整理されている。
・写真や図が多く、わかりやすい。
・章末に表現させる問いがある。
・確認と表現のまとめがあってよい。
・思考力・判断力・表現力等の育成につなげる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・各ページに「確認！」「表現！！」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・何を表現するべきかなどが明確に示されている。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・２ページ１単元の構成で、学習のまとまりが明確になっている。
・分量は適切であり、本文を囲む周辺資料についても、生徒の思考を深める材料として、不足がない。
・基礎的・基本的事項についても十分な記載がある。
・単元の構成が以前のものより工夫されていてとても使いやすくなった。
・適切である。資料が十分に教科書に掲載されている。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・はっきりとした色使いで見やすい。
・簡潔かつ平易な文章で書かれている。
・図版は全体的に見やすく、理解が深まる構成になっている。
・重要語句が分かりやすく示されている。
・写真がやや大きい感じがする。
・資料の端、図が角張っている。
・挿絵が多くて見やすい。
・図表や資料に色分けがなされていて分かりやすい。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・はっきりとした色使いで見やすい。
・巻末の年表は開くと一目ですべてを見渡せる作りになっていて使いやすい。
・章、節、各時の問が記載されており、学習内容とは別に、学習手法や、協働学習の手がかりなどが、計画的に構成されてい
る。
・年表が示されていて、見通しが持てる。
・特に問題はない。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・単元の学習課題が全てのページに掲載されていて学習の見通しがたてやすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認できる問題があって良い。
・可もなく不可もなくといった印象だが、対話的な学習や探究的な学びへのアプローチがうすく、内容的に生徒の興味を高
めるきっかけが弱く感じる面もある。
・SDGｓへの配慮が終末にあり、十分に配慮されている。
・探究的な学びや対話的な学びのための、特設ページが充実している。
・問題演習のような物はない。
・章のまとめがやや使いにくい。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・見方・考え方を働かせられるように学習コーナーが設定されている。

意　　　　　　　見

・２次元コードを通じたデジタルコンテンツも、動画やまなびリンクへのアクセスが充実している。
・資料の補足・動画が示される。
・とても使いやすく、生徒の自主的な活動にも活用できる。
・２次元コードの活用場面が明確でない。
・文化財などの様子を閲覧でき、学習が深めやすい。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名
社会科　中学生の歴史
日本の歩みと世界の動き

発行者 株式会社帝国書院

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・単元を貫く問いが書かれていて見通しがもちやすい。
・教科書右側に歴史の年表が載っており、どの時代のどの部分をやっているのかがわかりやすい。
・写真や図版が充実し、カラフルな印象を受ける。
・本文の横に、解説や資料などを随所に盛り込んでおり、知識・技能の習得がしやすい。
・資料が大きくわかりやすい。
・まとめのガイド、対話的な学びのすすめなどが示される。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が多くない。
・「アクティブ歴史」を各章に設けて、生徒の主体性を引き出すアクティブ・ラーニング型授業を行うための配慮がなされてい
る。
・資料がやや大きい感じがする。
・その時代の特色を示した資料が掲載されているページで、対話的な課題を設定しやすい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・２ページ１単元の構成で、学習のまとまりが明確になっている。
・地理的分野との関連がとられており、学習しやすい。
・項目によって分量の差がある。
・イラスト等で単元の見通しがもてるように工夫されている。
・各章末で課題探求学習を設定し、学習内容を統合してレポート作成や発表へつなげられるよう配慮されている。
・単元の構成はよい。
・適切であり、より系統的になっている。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・単元の問に迫るような精選された資料である。
・目新しさはないが、的確な資料と平易な文章でわかりやすい。
・適切である。
・資料の文字が少し窮屈に感じる。
・１つひとつの写真資料が大きくてクリアで見やすい。
・「学習を振り返ろう」などのコンテンツ専用ページへの２次元コードがあり、自学自習への配慮がなされている。
・裏表紙に「特別支援教育やユニバーサルデザイン（ＵＤ）の観点から、色覚特性に配慮した色づかいとなるよう工夫してい
ます。また、見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。」とある。
・写真の大きさもちょうどよい。
・より因果関係がわかりやすい表現になっていて、難しい語句の解説が充実している。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・とても見やすい。
・文章と写真・図との境界が曖昧なように感じる。
・「タイムトラベル」等、生徒の興味・関心を高める工夫がある。
・各単元ごとにどの年代について学習しているのかがわかるよう年表が示されており、わかりやすい。
・適切である。
・常にどの時代を学んでいるか確認できる。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・「学習を振り返ろう」などのコンテンツ専用ページへの２次元コードがあり自学自習への配慮がなされている。
・特に問題はない。
・問いが示されているため、学習が系統的に行われやすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認できる問題があって良い。
・地理の教科書とセットだと生徒にとっては親しみやすいかも知れない。
・内容的にも偏りがなく、使いやすい。
・導入のイラストが生徒の興味を引くことができる。
・「タイムトラベル」で見通しをもたせている。
・探究課題が明確に示されている。
・世界の歴史についての見通し（Ｐ．１５０、１６８）が掲載されており、広い視野から活用できる。
・人権への配慮の描写が示されている。
・巻頭１、２でＳＤＧｓの目標から振り返れるように配慮されている。
・章のまとめの設問が難しく感じた。
・章の問いが追究しやすいような構成になっている。関連する資料もさがしやすい　。

意　　　　　　　見

・ほしい資料が適切にある。
・教科書の一部を拡大して見ることができる。
・２次元コードの活用場面は明確でない。
・各ページだけでなく、統計資料や他分野教科書リンクなど多くのコンテンツへの２次元コードが裏表紙にまとめられている。
・紙面が閲覧できるようになっている。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 中学歴史　日本と世界 改訂版 発行者 株式会社山川出版社

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

意　　　　　　　見

・資料が豊富で分かりやすい。
・他の発行者のものと比較し、文章量が多い。
・資料自体は興味深いものが多いが、中学生には難しい印象を受ける。
・資料が豊富である。
・一部の史料で現物に加えて文字化してあり使いやすい。
・文章量が多いく中学生には難しい。
・時代ごとの地域へのアプローチは興味を引く内容となっている。
・思考力・判断力・表現力等の育成に繋がる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等は多くない。
・各ページに「ステップアップ」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・資料と本文等のバランスがよい。
・世界の歴史についての記述が充実している。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・活字が小さい分、量が多い。高校生に向けた構成に近い。
・文章量が多い。
・コラムの位置が章末にあると良い。
・ハイレベルで高校の学習内容に近い。
・各章末で「農村にいる武士の立場で考えてみよう」など課題探求学習を設定し、学習内容を統合してレポート作成へつなげ
られるよう配慮されている。
・単元の構成がよい。
・詳しい記述がなされているので、少し量が多いと感じた。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・大きくて分かりやすい。
・言葉が少々難しい箇所が見受けられる。
・他の教科書に比べ文字が小さく、色使いも地味な印象を受ける。
・適切である。
・文字・資料が小さい。
・資料が足りない部分もあり、文章と合わない部分もある。
・裏表紙に「この教科書は、色覚の個人差を問わず、多くの人に見やすいよう、カラーユニバーサルデザインを取り入れてい
ます。また、本文には見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォンを採用しています。」とある。
・全体的にわかりやすい。
・因果関係がわかりやすい表現になっている印象を受けた。



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・単元の流れが分かりやすく見通しがもてる。
・どの教科書にもある巻末（巻頭）年表が見当たらない。やはりないと不便を感じる。
・適切である。
・細かく学びたいときには適している。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・目次が見開き２ページでまとまらず、３ページにわたって記載されているため、一覧性に欠ける。
・特に問題ない。
・各章に年表が載っているため全体の流れが掴みやすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認できる問題や単元をふりかえる説明があって良い。
・探究的な学びや、対話的な学びへの配慮はあまり感じられない。
・内容としては充実しているが、中学生が使いこなすことができるかという懸念がある。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・ＳＤＧｓとの関連が分かる工夫が見られない。
・特に問題ない。
・地域教材が充実している、高校への接続をより意識している記述の多い教科書と言える。

意　　　　　　　見

・適切である。
・資料の補足が多い。
・２次元コードの活用場面が明確でない。
・複数のページに外部コンテンツへアクセスできる２次元コードがある。
・活用していない。
・比較的内容は少ないように感じる。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・分かりやすい。
・簡潔かつ平易な文章で書かれている。
・適切である。
・色分けがわかりやすい。
・色が見やすい。
・文字も大きく学習者が読みやすく表記されている。
・「より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮しています。」「見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用しています。」と裏表紙に記載されている。
・特に問題ない。
・資料が多く示されていて、その資料も歴史を大観しやすいものが示されている。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・古代文明が簡潔にまとめられている。
・２ページ１単元の構成で、学習のまとまりが明確になっている。
・小学校で学習した内容がページ下部で取り上げられており、活用しやすい。
・項目によって文章のばらつきがある。
・Ｐ．２１４「近代の雑誌の表紙」等、単元の冒頭には、歴史に対する興味・関心へとつながる資料が掲載されている。
・「チャレンジ歴史」などで生徒の対話をうながす課題を設定している。
・単元の構成は改善が必要。
・生徒が扱いやすい分量だと感じた。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・見方・考え方の視点が分かりやすい。
・写真・図版とも精選されており、十分な量も確保されている。
・要所ごとに大きいサイズの資料があり、資料読み取り中心の授業展開ができる。
・資料が多く、見やすい。
・調べ学習で、思考力を育成する設定がある。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等は少ない。
・各ページに「確認」「表現」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・資料がやや大きい感じがする。
・より良い未来について考えさせる場面が設定されており、主権者教育にも繋げやすい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 中学社会　歴史的分野 発行者 日本文教出版株式会社



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・単元を貫く問いが明確で良い。
・普段の歴史学習では特に支障ないが、「地域調べ」などが西日本中心になっており、あえて東京で使用する必然性は感じ
られない。
・単元ごとに探究課題が出されており、探究的な学びを個別に進められる工夫がなされている。
・Ｐ４・５でＳＤＧｓを取り上げている。
・特に問題ない。

意　　　　　　　見

・適切である。
・小テストなどで、基礎を確認できる。
・２次元コードの活用場面が明確でない。
・多くのページに２次元コードがある。
・活用していない。
・小テストやポートフォリオなど内容が充実している。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・単元の流れが分かりやすく見通しがもてる。
・他の教科書に比べて白い部分が目立つ（特に古代）。
・「まとめとふり返り」で大単元ごとの要点がまとめられるようになっている。
・適切である。
・各ページに年表があり、見通すことができる。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・各ページ下部で歴史的分野・地理的分野との関連が示されている。
・特に問題ない。
・単元の流れが見やすく、内容のまとまりが分かりやすく示されている。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・はっきりとした色使いで見やすい。
・関係図・家系図の色が単調すぎて、少々見にくい。
・難解な語句がときどき見受けられる。
・適切である。
・内容がシンプルで見やすい。
・読みやすい表現が用いられている。
・図が多くないため、イメージにもたせるには工夫が必要である。
・特に問題ない。
・因果関係が捉えやすい。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・２ページ１単元の構成で適量である。
・年代によって分量の差が見られる。
・問題はない。
・分量は適切に設定されている。
・単元の構成は改善が必要。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・単元を貫く問いが簡潔で分かりやすい。
・写真の選択が微妙な箇所があるように感じた。
・写真・図版は概ね見慣れたものが多いが、良くも悪くも、時々独自色のあるものを見かける。
・日本の成り立ちと近現代に重きを置いた内容となっている。
・神話に関する事項が詳細に示されている。
・情報量が多い。
・調べ学習のページがある。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等は少ない。
・特に問題ない。
・重点を置かれている教材がほかの教科書と異なる。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 新しい歴史教科書 発行者 株式会社自由社



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認できる問題があって良い。
・他に優れた教科書も多く、この教科書を使用する必然性は感じられない。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・特に問題ない。
・資料が充実しているので探究に向かいやすい。

意　　　　　　　見

・適切である。
・２次元コードがない。
・２次元コードの活用場面は明確でない。
・活用していない。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・はっきりとした色使いで見やすい。
・日本賛美のコラムが多い印象を受ける。
・適切である。
・単元の学習について、時代区分が示されている。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・特に問題ない。
・見やすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・絵が多く興味関心が持てる。
・目新しさはないが、特に問題はない。
・適切な部分や、わかりやすい図版もある。
・文字の大きさ、資料も見やすい。
・読みやすい表現である。
・図や事例が少ない。
・新聞記事の写真の引用などで、縮尺と画素数などの印刷設定が記事本文を読むのに適していないため読みにくい。
・わかりやすい表記をしている。
・色のユニバーサルデザインが施されている。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・２ページ１単元の構成である。
・分量は適切であるが、周辺資料の注釈に力を入れ、議論の対象となる様々な見方を紹介している。
・生徒の発達の段階を考慮すれば、やや歴史的な見方において、固定した方向付けを与えようとする傾向にある。
・世界史の内容が示されてるなどの配慮がある。
・全体的な分量は適切であるが、学年段階に応じた量にはなっていない。
・P7に「コラム」の一覧が示されている。
・単元の構成は改善が必要。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・見方・考え方の視点が分かりやすい。
・ページによって写真や図の充実さが異なる。
・各章導入部分の絵巻はこれから何をやるのかが一目でわかるようになっている。
・写真・図版とも必要十分な内容を備えている。
・教材の内容は、近現代において、我が国が国際社会でとる立場や、周辺諸国の内政状況にせまる内容の記載が多い。その
一方で、国際社会における、主権国家の狭間で苦しむ人々の実態への視点や、国際協調に向けた努力という観点がやや不
足している傾向にある。歴史的事実を通じて生徒が、我が国の歩んだ過程を価値判断するにあたって、やや隣国への厳しい
見方に寄りがちになる傾向が見られる。
・各ページの下に「探究」、「確認」の項目があり、学習手法への配慮が見られる。
・資料が多く、丁寧に説明されている。
・各ページに探究課題が設定されている。
・思考力・判断力・表現力等の育成に繋がる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・各ページに「確認」「探究」など思考力や判断力を伸ばす課題が設定されている。
・資料がやや大きい感じがする。
・豊富な教材が掲載されているので、時代の特色を多面的に捉えられる。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 新しい日本の歴史 発行者 株式会社育鵬社



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認や重要語句の確認ができる問題があって良い。
・色合いが単調で、総合的には「堅い」イメージを生徒に与える内容・構成になってしまっている。
・現代的課題として、SDGｓを取り上げている。
・各ページの下に「探究」のパートがあるが、内容的には「探究」とは言い切れない、学習課題も見られる。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・Ｐ２７０で、ＳＤＧｓの目標が記載されている。
・特に問題ない。
・つかむ、しらべる、まとめる、が１ページにまとまっていて、探究が行いやすい。

意　　　　　　　見

・内容は発展的であり、中学生には難しい。
・２次元コードの活用場面は明確ではない。
・各ページだけでなく、統計資料や他分野教科書リンクなど多くのコンテンツへの２次元コードが裏表紙にまとめられている。
・活用していない。
・動画やデータベースなどが充実している。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・大きさや色使いが見やすい。
・時代を大観する｢鳥の目｣と掘り下げる｢虫の目｣というコラムは秀逸である。
・近現代に近づくにつれ、隣国への見方を固定しようとする構成がみられる。
・各ページに年表による時代区分が示されている。
・学習の流れが分かりやすい。
・２次元コードのリンク先に自社のオリジナルコンテンツがない。
・特に問題ない。
・歴史学習全体の流れが見やすくなっている。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・絵が多く興味関心が持てる。
・太字がなく、要点を把握しづらい。
・グラフのような客観的データが少ない。
・重要なポイントがわかりにくい。
・表現は読みやすくなっている。
・例示や図で示された部分は少ない。
・裏表紙に「より多くの人が見やすいカラーユニバーサルデザインも配慮しています。」とある。
・特に問題ない。
・大きく鮮明な図版があるので、生徒が資料を分析しやすい。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・個人の伝記のような、本文には不必要と思われる記述が散見される。
・要点の整理や、内容理解を促すための記載が少なく、基礎的・基本的事項の取り扱いに課題がある。
・時系列に並んでいないところがある。
・分量が多いため、読解の苦手な生徒にとっては読み進めるには時間がかかる。
・博物館のホームページを紹介する記載はあるが、２次元コードがなく、紹介数も限定的なため、発展的な内容を学習しにく
い。
・単元の構成は改善が必要。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・興味関心が持てる教材が多くある。
・サイズが大きいからか文字が多い。
・写真がもう少しあっても良いように感じる。
・隙間が目立つ。
・写真・図版は必要最低限の感がある。
・学習内容の要点つかませることよりも、歴史的事象を通じて、やや悲観的印象を付与しようとする記載を優先する姿勢が、
全体を通じて見られる。
・学習手法に関連する配慮は見られなかった。
・資料は大きいが、説明が少ない。
・章末にグループ活動による学習課題がある。
・思考力・判断力・表現力等の育成に繋がる部分は難しい。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・各ページに補足の資料はあるが、発展的な学びを促すアイコンなどがない。
・資料と本文のバランスがとれている。
・節や章のまとめの箇所で様々な学習活動が行えるようになっており、表現したり考えを深めたりしやすい。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 ともに学ぶ人間の歴史 発行者 株式会社学び舎



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・単元の最後に流れを確認や重要語句の確認ができる問題があって良い。
・「既存のものとは違う教科書をつくる」という意気込みを感じるが、小単元の題が、生徒にとって学習内容に結びつかない
ものが多いなど、まだまだ使い勝手に疑問が残る。
・歴史を学ぶための系統性に欠ける点が、散見される。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・ＳＤＧｓについて記載が無い。
・特に問題ない。
・出来事の関連を掴みやすいように構成されているので、個に応じた学習がしやすい。

意　　　　　　　見

・２次元コードがない。
・２次元コードの活用場面は明確でない。
・活用していない。
・充実している。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・大きさや色使いが見やすい。
・Ａ４版と大きく、重い。
・個別的事象が多く、歴史の大局を見渡す教材として課題がある。
・章末に振り返り問題ある。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・本文ページの構成を解説するページが無いため、スムーズな学習活動に支障がでると思われる。
・特に問題ない。
・太字をなくしている為、学習の妨げにならない。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮



教 科 用 図 書 に　関　す　る　意　見 ( 学 校 用 )

○生徒の発達の段階に対する配慮 ○主体的・対話的で深い学びへの配慮　

○一貫性をもった記述

意　　　　　　　見

・絵が多く興味関心が持てる。
・カラーでない。
・字が小さく、読みづらい。
・図版が乏しい。
・文字が小さく見にくい。
・白黒印刷で見にくい。
・読みやすい表現である。。
・例示や図で示された部分が少ない。
・特に問題ない。
・因果関係が捉えやすい。

○基礎的・基本的事項等の取り扱い

意　　　　　　　見

・適切である。
・分量が多すぎ、要点がつかみにくい。
・流れがわかりにくく、分量も多い。
・分量としては適切に設定されているが、学年の発達の段階に応じて適切に量を調整する工夫が必要である。
・「天和の治」など他の発行者の教科書では触れられることがほとんどない。
・語句が本文で太線で記載されるなど、情報量が過多であると考えられる。
・単元の構成は改善が必要。
・多い印象を持った。

観点③　表記及び表現

○わかりやすく、読みやすい表記、表現

○記号、式、図形、挿し絵、写真、文字の大きさ、色の使い分け等の表現

意　　　　　　　見

・興味関心が持てる教材が多くある。
・淡々と文章が続き、小説のような感じがする。
・各単元の境界がわかりにくい。
・歴史好きには興味深いかも知れないが、教科書としては使えない。
・教材としての配慮に欠ける部分が散見される。
・中学生には難しい語句、内容が多い。
・学習課題はあるが、課題を考えるために必要な情報が少ない。
・思考力・判断力・表現力等の育成につながる部分は高度である。
・対話的な学びが促される補助発問等が少ない。
・小項目毎に「考えよう」とあるが、表記が統一されず、考察すべきか、調査のみすべきかも判断がつきづらく、本文のどの
部分を参照してたりすれば良いのかも分かりにくい。
・特に問題ない。
・重点を置かれている教材が外と異なる。

観点②　構成及び分量

○単元(教材)の構成、配列及び発展性、系統性の適切さ

○各領域の分量、発達の段階に応じての分量

○教科の特質に即した主要教材あるいは補助教材の取り扱い

観点①　内容等

○教材の適切さ ○基礎・基本の確実な習得

○教材や資料の正確さやわかりやすさ ○思考力・判断力・表現力等の育成

○学び方、考え方の習得

教   科   名 社会 種　目 歴史的分野

教科用図書名 国史教科書　第7版 発行者 令和書籍株式会社



〇対話的な学習が行いやすい工夫

〇SDGsへの配慮

意　　　　　　　見

・確認問題などがあり家庭学習で使える。
・対話的な学びには不向き。歴史を深く掘り下げたい極一部の生徒には良いかもしれない。
・ＳＤＧsのターゲットが示されていない。
・アイコンなども無いためＳＤＧｓとの関連を意識した構成とはいえない。
・特に問題ない。
・資料が充実しているので探究に向かいやすい。

意　　　　　　　見

・デジタルとの関連性が見られない。
・２次元コードがない。
・２次元コードの活用場面が明確ではない。
・他の発行者に比べて２次元コードが少ない。オリジナルコンテンツもない。
・活用していない。

観点⑥　特記すべき事項

○地域性への配慮

○探究的な学びや家庭学習での使いやすさ

○その他

○印刷、製本に対する配慮

意　　　　　　　見

・大きさや色使いが見やすい。
・中学生が学習するには厳しい構成。
・中学生が使用する３年間に耐えうる製本ではない。
・配慮がない。
・見通し・学習内容・まとめが明確に示されている。
・判型が小さいため、厚い製本となっており、使用に困難を感じる。
・特に問題ない。
・見やすい。

観点⑤　準拠するデジタル教材の使いやすさ

○２次元コードによる学習内容

○見やすさ、操作性

観点④　使用上の便宜

○全体の構成が見通せる配慮

○学習活動を進めやすくする配慮
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ᴴ ᶱ ᵮ ᵫ ᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪᴳ
ᴴ ᶎ ᶆᵡᶩᴲ ᶊ ᶎᶉᵣᴳ
ᴴᵆᶡᶂᶇ ᶩᵾᵣᵇᶍ᷈ḱḨᶍ ᶎ ᶠᶅ ᵴᵣᴳ
ᴴḳḛᶎ ᶉᵮᴲ ᶊ ᵫᵡᶪ ᶊᶎᶣᶣ ᵶᵣ ᵫᵡᶪᴳ
ᴴ ᶍḝᶾḻḐᵫ ᵴᵣᴳ
ᴴ ᶍ ᶊ ᵫ ᴳ
ᴴ ᶍ ᵫ ᵶᶅᵩᶩᴲ ᵶᶱ ᶅᶅ ᶆᵬᶪᴳ
ᴴ ᴴ ᵪᶨ ᶉ ᶝᶆ ᵮ ᵴᶫᶅᵣᶪᴳ

ӣ֨ ᶒ

øᶮᵪᶩᶣᵸᵮᴲ ᶞᶣᵸᵣ ᴲ

ø ᴲ ᴲ ᴲ ᵶ ᴲ ᴲ ᶍ ᵬᵴᴲ ᶍ ᵣ ᵰ ᶍ

ø╗ ᶱᶡᶂᵾ

≥֨֨֨֨֨֨֨

ᴴ ᶍ ᶎᶡᵥ ᵶ ᵣ ᵫ ᶣᵸᵣᴳ
ᴴ ᶊᵆ ᶣᵸᵮ ᶞᶝᶀᵫᵧᶊᵮᵣḮḓḘᴻ᷊ḳḏ᷾ᶹḻḝᶾḻḐᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳᵇᵆ ᶅᶍ ᶍ ᶊ ꞌ
ᵸᶪᶧᵥᶊḏ᷾ᶹḻᵶᶅᵣᶝᵸᴳᵇᶇᵡᶪᴳ
ᴴᶷḓḩᶣ ᴴḁḥᴻḌ ᶉᶈ ᶱ╥ᵬᶣᵸᵣᶡᶍᵫ ᵣᴳ
ᴴ ᶊᵆḮḓḘᴻ᷊ḳḏ᷾ᶹḻḝᶾḻḐᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳᵇᶇᵡᶩ ᵣᴳ
ᴴ ᶇ ᶍ ᵫ ᶝᶂᶅᵣᶅᴲ ᶊᶎ ᵪᶩᶣᵸᵣᴳ
ᴴ ∙ ᶍ ᵫ ᵮᶉᶂᶅᵩᶩᴲ ᶍ ≥ᵫ ᶊᶉᶪᵲᶇᵫ ᵴᶫᶪᴳ
ᴴ ᶍ ᵫᶧᵮᶉᵴᶫᶅᵣᶪᴳ
ᴴ ᶡ ᶆᵡᶪᴳ
ᴴ ᶍ╗ ᵿᵰᶆᶉᵮᴲ ᶉᶃᶉᵫᶩᶍ╗ ᵫ ᶊ ᶂᶅᵣᶪᴳ
ᴴḮḓḘᴻ᷊ḳḏ᷾ᶹḻᶱ ᶩ ᶫᶅᵣᶪᴳ
ᴴ ᵫᶣᶣ ᵬᵣ ᵷᵫᵸᶪᴳ
ᴴᶹḱḁḐᶱ ᵣᶅ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᵫ ᵮᴲ ᶱ ᵸᶧᵥ ᵴᶫᶅᵣᶪᴳ
ᴴᶹḱḁḐᴲ ᶉᶈᵫḘḱḻḁ ᵮ ᵴᶫᶅᵣᶪᴳ


























